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る

と
説
く
。

　
巻、
一
に

お
い

て
一

心
が
諸
法
を
な
す
例
と

し
て、

火
が

草
や

木
に

燃
え

移
っ

た
時
い

ろ

い

ろ

な
燃
え
方
を
す
る

よ

う
に、

あ
る
い

は

水
が
酒
や
熱

い

お

吸
い

物
に

な

る
こ

と
を

挙
げ
た
上
で

、

「

任
立

千
途、

皆

是
一

心
之

別

義
」

と
結
ぶ

。

こ

れ

は

明
ら
か
に

鏡
と
像
が
絶
え

ず
一

体
で

あ
る

こ

と

を

示
し

て

い

る
。

『

楞
伽
経
』

で

は

第
八

地
以
上
の

境
界
に

達

し、

自
覚

智
を
得
た

者
が

享

受
す
る

と
さ

れ
る

「

如

幻
三
昧
」

及
び
類

語
が

多
々

見

ら
れ
る

の

だ
が

、

『

宗
鏡
録
』

に

て

『

華
厳
経』

等
の

諸
経
の

例
を

取
り

な
が
ら
「

如
幻
三

昧
」

は

学
す
べ

き
も
の

で

あ
り、

こ

れ

に

よ

っ

て

真
実

を

悟
る

こ

と
が

で

き
る

と

幾
度
も
強

調
す
る

。

　

如
来
蔵
を

絶
対

視
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

人
間
の

生
の

実

感
を

消
滅
さ

せ

た
の

で

は

修
行
の

意
味
は

な
い

し、

仏

教
の

伝
播
も

考
え
ら
れ
な
い

。

＝一

者
が

「

鏡
像
の

比

喩
」

で

説
い

た

の

は

如

来
蔵
大
悟
の

瞬
間
で

は

な

く
、

そ
の

前

後
も

生
き

続
け
る

人
聞
の

姿
、

「

生
き
た

禅
修
行
」

だ
っ

た

の

で

あ
る

。

第
八

部
会

日

蓮
の

宗
教
性
の

原

体
験

　
　
　

正

嘉
の

大
地

震
と

禍
の

預
言
の

形
成

ー
笠

　
井
　
正

　
弘

　
　
　
問
題
の

設
定
「

内
村
鑑
三

『

代

表
的
日

本
人
』

の

凵
蓮

像

　
内
村
が、

日
本
人
に

と

っ

て

最
も
誤
解
さ
れ

て

い

る

人
物

、

と
み

な
し

た
の

は、

ロ
蓮
の

〈

宗
教

性
〉

の

本
質
に

、

ユ

ダ
ヤ
・

キ

リ
ス

ト

教
文
化

の

中
核
を
な
し
て

い

る

〈

真
性
の

預
言
者
〉

と
し
て

の

宗
教
性
が

感
得
さ

れ
た
か
ら
で

あ
る

。

こ

の

宗
教

性
は

歴
史
的

個
性
と
し

て

新
旧

聖
書
世
界

を
形
作
っ

て

き
た

。

問
題
は

、

な
ぜ
日

蓮
に

〈

真
性
の

預
言
者
〉

的
宗
教

性
が
現
れ
た
の

か、

そ
し
て

何
が
日

本
人
に

日

蓮
を
解

ら
な

く
さ
せ

て

い

る

の

か、

に

あ
る

。

そ
れ
は

預

言
者
宗
教
の

歴
史

的
個

性
に

関
わ
る

問
題

で

あ
る

。

　
ニ

　
マ

ッ

ク
ス
・

ヴ
ェ

ー

バ

ー

に

よ

る

く
預
言

者
類

型
と
『

世
界
宀

示

教

の

経
済
倫
琿
』

よ
り

〈

使
命
的
預
言
者
〉

又
模
範
的
預．
言

者〉
一
一

〈

禁
欲
主

義
〉

某
神
秘
主
義
〉

〈

神
の

道

具
〉

又
神
の

器
〉

一

又
人
格
的
神
観
念
〉

又
非
人
格
的
神

観
念
〉

〈

禍
の

預
言
〉

ス
招
福
の

預
言
〉

冖

又
血
（
現
世）

の

評

価

こ

ス
血

の

評

価
＋

〉

　
三

　
く

禍
の

預
言
V

の

〈

禍
〉

の

内
容
冖

地

震
・

飢
饉
・

伝
染
病
・

彗
星

出

現
・

他
国
か
ら
の

侵
略
な
ど、

人
智
で

制

御
で

き
な
い

現
象
を

指
し

て
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い

る
。

こ

れ
ら
を

天
罰
や

偶
発
的
な
も
の
、

運
命
だ
と

見
な
し

、

祈
疇

師

や

呪
い

師
な
ど
宗

教
的
達
人

の

手
で

排
除
し

よ

う
と
す
る

宗
教
類
型
を
ヴ

ェ

ー

バ

ー

は

呪
術
と

呼
び

、

〈

模

範
的
預
言

者
〉

と

親
和
性
が

あ
る

と

見

な
し
た

。

こ

こ

で

は

神
は
人

格
性
が

希
薄
で

、

人
問
の

側
の

欲
求
を
成
就

す
る
機
能
的

存
在
に

位
置

付
け
ら
れ
て

い

る
。

仏
教
は
】

般

的
に

こ

の

類

型
に
入
る

。

　
そ
れ
に

対
し

、

そ

れ

ら
を

神
に

よ
っ

て

決
定
づ

け
ら
れ

た

〈

宿
命
〉

と

受
け
止
め

、

自
ら
が

選
ば
れ

、

神
の

人

格
的
召
命
を
託
さ
れ
た

も
の

と
し

て

受
け
入
れ
る

の

が

〈

使

命
的

預一．＝
口

者
〉

で

あ
る

。

個
人
的
・

社
会
的
受

難
は
す
べ

て

神
の

真
性
の

証
明
と
み

な
さ
れ

る
。

古
代
ユ

ダ
ヤ
教
の

預
言

者
た
ち
や

、

近
世
プ
ロ
一
7
ー

ス

タ

ン

ト
の

信
仰
者
が
こ

の

類
型
に

入
る

。

　
四
　
目

蓮
の

原

体
験
と
し

て

の

〈
正

嘉
の

地
震
〉

　
正
嘉
の

地
震
は
正

嘉
元

年

二

二

五

七

年
一

ロ
蓮
三

九
歳
八
月．
一
三
日

夜
半
発
生

し、

関

東
は

地
震
と

津
波
の

大
被
害
を

受

け
た

。

「

吾
妻
鏡
」

に

よ

れ
ば、

寺
院
社
寺

、

武
家
屋
敷
を
は
じ
め
民
家
も
こ

と

ご

と
く
倒
壊

し
、

火
災
に
よ

っ

て

半
数
の

人
が
焼
死
し
た、

と

あ
る

。

ま
た

、

そ
の

後

天

変
地
妖
が
相
次
ぎ
飢
饉
・

疫

病
が
蔓
延
し
た

。

こ

の

体
験
は

日
蓮
の

預

言
の

書
『

立

正

安
国
論
』

執
筆
の

大
き
な
動
因
と

な
っ

て

い

る
。

　
五

　
招
福
の

弁
神
論
冖

出
発

点
と

し
て

の

災
害
天

罰
論

『

守
護

国
家

論
』

の

立
場
11

天
台
山
門
系
密
教
僧

　
日
蓮
の

自
己
イ
メ

ー

ジ

の

構
造
変
革
冖

常
不
軽
菩
薩
へ

の

ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ
ィ

↓
地
湧
菩
薩
の

先
駆
↓
到
達
点
と

し
て

の

上

行
菩
薩
へ

　
苦
難
の

弁
神
論
（
日
蓮
的
宗
教
性
の

本
質
部
分〉

の

形
成

　
　
正

し
い

も
の

が
何
故
受
難
す
る

の

か
↓
受
難
こ

そ
正
し

い

信
仰
者
の

　
証
11

常
不
軽
菩
薩
の

自
覚
↓
自
我
理
想
と

し
て

の

受
難
す
る

釈
尊
↓
釈

　
尊
の

正

し
さ
の

証
と
し
て

の

災
害
↓
現
世
の

救
済
の

約
束
↓

久
遠
の

本

　
仏
の

感
得
↓
理
想
自
己
の

完
成
1ー

ト

行
菩
薩
と

し
て

の

内
的

自
覚

　
六

　
蒙
古
問
題
へ

の

対
応
一

内
面
倫
理
の

深
化
を

示
す
も
の

　
〈
大
蒙
古
〉

対
〈

小
国
［

［

本
〉

冖

内
村
鑑
三

の

日
蓮
へ

の

評
価
を
決

定
付

け
た

も
の

　
幕
府
の

主
戦
論
対
日

蓮
の

非
戦
論
の

立
場
↓
宗
教
性
の

本
質
を
巡
る

対

立
11

小
国
R
本
の

大
切
さ

　
招
福
の

預
言
者
た
ち
の

暴
力

性
冖

幕
府
を
取
り
巻
く
戦
勝
祈

禳
呪
術
者

た

ち
の

凵
蓮
へ

の

過
剰
な
迫
害
↓
地
震
体
験
を
含
む

迫
害
の

宗
教
的
意

味

づ

け
↓
高
度
な
内
面
的
倫
理
性
の

確
立

　
七

　
終
わ

り
に
冖

日

蓮
的
内
面
倫
理
の

形
成
↓
都
市
商
工

層
の

宗
教
と

し
て

受
容
さ
れ
た

　
日
蓮
を

解
り
難
く
さ
せ

て

い

る

も
の

↓
円
蓮
没
後
の

像
の

変

化
11

都
市

商
工

層
の

利
害
の

反
映
と

し
て

の

招
福
祈
疇
僧
と

し
て

の

日
蓮

像
創
出
と

偽
遺
文
の

形
成
↓
日
蓮
像
の

多
様
性

再
度

、

日

蓮

の

地

涌
・

上

行
自
覚
を

論
ず

　

ー
山
上

氏
の

批

判
を

う
け
て

問

　
宮

啓

　
壬

　
先
頃

、

私、

間
宮
は

「

日
蓮
に

お
け
る
地
涌
・

上

行
自
覚
の

再

検
剖
」

と

題
す
る

論
考
を

執
筆

。

「

日

蓮
仏
教
研

究
」

第
二

号
、

二

〇
〇

入

年
に

掲
載
し

て

い

た
だ
い

た

が
、

こ

の

拙
論
に
対
し、

興
風
談
所
の

山
上

弘
道

氏
よ

り
厳
し

い

批
判
「

宗
祖
の

上

行
自
覚
に

つ

い

て

1
問
宮
氏
の

所
見
に
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